
 様式第４号（第５項関係） 

会  議  録 

会議の名称 第１回結城市総合計画審議会 

開 催 日 時 令和２年６月１８日（木） 午後２時００分～午後３時３０分 

開 催 場 所 結城市立公民館 集会室４，５ 

出 席 者 

委 員 

大木（作）委員，佐藤委員，安藤委員，北嶋委員，廣江委員， 

小笠原委員，中澤委員，渡邉委員，大木（準）委員，野原委員， 

奥澤委員，鈴木委員，石島委員，菅井委員（１４名）※河田委員欠席 

 

事務局 

企画政策課：鶴見企画財務部長，大木次長兼課長，福井課長補佐，小貫 

 

議   題 

（１）審議スケジュールについて 

（２）第５次結城市総合計画後期基本計画の評価検証について 

（３）第６次結城市総合計画基本構想（素案）について 

（４）パブリックコメントの実施について 

公開・非公開 

の別 
非公開 ※新型コロナウイルス感染拡大防止のため，非公開とした。 

傍聴人の数 無 

審 議 内 容 

第６次結城市総合計画基本構想（素案）について 

 

（主な委員意見） 

○２ページの「■市民と行政の協働による計画推進と将来都市像の実現」

の概念図について，市民と行政が連携・協力という形になっているが，経

済活動がなければ市は成り立たない。市民と行政だけでなく，企業・団体

を加え，それぞれの関係性や役割を明確にし，協力していくことで，将来

都市像の実現につながるのではないかと思う。 

 

○アンケート調査結果を見ると，高齢者福祉に対し意識が高いことがわか

る。第７期高齢者プラン 21 では，特別養護老人ホームの利用者に関して

言えば，平成 27 年時点の延べ利用人数に対し平成 37 年には約 25％増加

するとしており，今後施設の不足が予測される。そういった点から，施策

の大綱に，不足が予想される施設は積極的に整備するといった一文を加え

るべきであると思うがいかがか。 

 



○アンケート調査結果の「今後５年間に重点を置いたほうが良いと思う施

策」において，男女共同参画の推進が下位にあり，この結果を見た市民が

重要施策ではないと捉えてしまう可能性がある。男女共同参画の推進とい

う項目は，ほかの項目と比べ具体性がないので，並べて比較すること自体

に違和感がある。今後こうしたアンケートを取る際には，ワークライフバ

ランスや女性の働き方などといった，より明確な項目にしてほしいと思

う。 

 

○実施計画の施策の進行については市が中心となって管理していくが，こ

れは民間では方針管理，目標管理にあたるものだと思う。目標管理はトッ

プダウンで行うものであるが，ボトムアップの視点から見て，市において

も職員の提案制度は設けた方が良い。また，市内の様々な組織から意見を

吸収し総合計画に反映できるような仕組みを作ってもらえると，より良い

計画ができるのではないかと思う。 

 

○総合計画を策定するに当たっては，対外的に具体的な夢や希望を魅せる

ことも重要であり，それでいて実行可能なものである必要がある。また，

総合計画は策定後の管理が非常に大切になってくるので，絵に描いた餅に

ならないように，以下の点を意識して策定していただきたい。 

・将来人口の目標については，あらゆるデータを分析して確実な推計をし

ていただきたい。 

・各部局における指針となる計画にしていただきたい。 

・他市町村の計画を見ると形骸化されているものが多いので，結城らしさ

など特色ある計画にしていただきたい。 

・将来を考えたときに想定されるプロジェクトは可能な限り入れ込んでい

ただきたい。 

・誰が読んでも理解できる平易な文章で作成していただきたい。 

 

○10 年間の指針となるものだから，市民が喜びを持てる光を示すような

計画にしていただきたい。また，結城市を新たに居住地として選択した人

たちに対して，参考意見を求めるなどといった努力も必要である。 

 

○個人的な考えとしては，結城市の人口は今後あまり減らないと予測して

いる。小山の新幹線の力が大きいのではないかと耳にする。この利便性を

活用するような施策があれば人口は減らないで済むのではないかと考えて

いる。ここで大きな問題となるのが道路の整備だが，施策の大綱２－２

（P.52）で「高齢者に対応し，自家用車のみに頼らない移動手段として，

交通弱者に対応した鉄道への要望活動やバス等の公共交通の充実を図りま

す。」としているにも関わらず，現在運行している巡回バスは地域によっ



て運行体制が異なり，格差を付けていること自体が交通弱者を作っている

のではないか。今後地域格差の無い均等な発展を図るといった内容を取り

入れて，交通弱者を作らないようにしていただきたい。 

 

○パブリックコメントで意見を求めるとのことだが，市民にとっては手続

きが複雑なようにも思えるので，積極的に制度を活用できるよう簡素化す

るなどした方が良いと思う。 

 

○結城市は病院が揃っており，医療の体制が充実しているので，人口減少

に対応する体制が取りやすい。不妊治療や子育て支援に対しては，惜しま

ずに負担することが重要である。また，都市空間整備構想図については，

昔からあまり変わっていない気がするので，公共交通の視点から，結城駅

だけでなく小田林駅や東結城駅も含め整備検討エリアに位置付けた方が良

い。 

 

○人を呼び込むという視点から見て，今般の新型コロナウイルスでテレワ

ークが盛んに行われるようになり，若い人の居住地の選択肢は広がってき

ているので，結城市を選んでもらえるよう，住みやすさの PR を含んだ計

画になると良いと思う。 

 

 

 

 

 

 

問合せ先 

（事務局） 

 企画財務部 企画政策課 政策調整係 

 ＴＥＬ 0296-34-0404 （内線）227 

 ＦＡＸ 0296-32-7123 

 ｅ－ｍａｉｌ kikaku@city.yuki.lg.jp 

そ の 他 

 

 

 

 


